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月 20 日 

■「未来へ受け渡していくもの」４５周年記念集会オマージュ企画を終えて 
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企画担当常任理事 村川 

AA 日本４５周年記念集会は、2020 年３月に尼崎で行われる予定でしたが、残念ながら集会は中止になりました。一年後の 2021 年３月

２０日（祝）。常任理事会主催の初めてのオンラインイベント、「AA 日本４５周年記念集会オマージュ企画～未来へ受け渡していくもの～」

が開催されました。 

ゲストには、北米 AA ミシェル常任理事会議長とトリッシュ全州選出理事（WSM評議員）を招待し、世界７か国、延べ約 500名のメンバー

が参加され、スマホではなく電話からも数名が参加されました。当日は実行委員、テック・通訳ボランティアなど、本当に多くのメンバーが

サポートしてくださいました。 

このオマージュ企画のみならず、AA 日本４５周年記念集会に携わってくださった全てのメンバーに、この場をお借りして心より感謝申し

上げます。 
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今から１年半前、2020 年の２月。評議会が終わり、実行委員会も

常任理事会も急ピッチで準備を進めていくなか、新型コロナウイル

ス感染症のニュースが世間を騒がせ始めました。常任理事会は、

急遽臨時会議を開き記念集会の中止を決定しました。実行委員の

５年間の苦労や、楽しみにしていたメンバーたちの気持ちを考える

と誰にとっても苦渋の決定でした。計り知れない思いを抱える中、４

５周年記念集会実行委員会より「英訳用に書いて頂いたメイン会

場のスピーチ原稿があるので活用できないか？」との良心をお預

かりしました。 

その後、４月に緊急事態宣言が発せられ、全国的にほぼすべて

のミーティングが閉鎖するという AA 日本始まって以来の未曾有の

危機に直面しました。しかし、この危機に際しメンバーたちの対応

は素早く、オンラインミーティング・感染防止策を講じたリアルミーテ

ィングと様々な課題や困難を乗り越えながら全国各地で多くのメン

バーが奔走し、メッセージを運び続ける姿に勇気づけられました。

一方、常任理事会では４５周年記念集会実行委員会から託された

良心に対して、大勢が集うイベントの開催が難しい状況にあっても

私たちの一体性を保ち、新しいメンバーへ希望のメッセージを伝え

る。文字通り「未来へ受け渡していく」ために、オンラインイベントの

開催を決定し、企画担当理事の理事会委員会を中心に実行に移

していきました。 

企画を進めていく途中、準備期間の短さや責任の重大さに「恐

れ」の感情に何度も支配されそうになり苦しい思いをしていました。

そうした折、関西地域の４５周年記念集会実行委員会より収支報

告と領収書の綴りが届きました。その一枚一枚の領収書からは、一

人一人のメンバーの思いや情熱が伝わってきました。仲間たちの

気持ちを受け取ることで信じる気持ちが蘇り、恐れは小さくなって

いきました。前号のニューズレターに掲載されたように、多くのメン

バーが努力を重ね、オンラインで無事に評議会も開かれました。多

くの目には見えない無名のメンバーの努力がいつも費やされてい

ることに、改めて気づかされました。 

１９３５年にビルとボブが出会い始まったメッセージが、時間と距

離を越えて運ばれ、今の私の手に届いている奇跡は、こうした一つ

一つ、一人一人の無名のメンバーの手を経てきたものだという証拠

を実感しました。全てのメンバーへのハイヤーパワーへの感謝が古

く馴染んだ「恐れ」を、新しい「尊敬」の気持ちに変えてくれました。 

委員会で決めたオンラインイベントのコンセプトはオマージュ（＊

尊敬・敬意を込めた模倣）。４５周年記念集会のテーマ「未来へ受

け渡していくもの」をそのまま用い、プログラムは３日分のプログラム

を半日分に抜粋しました。７つの地域ごとに様々な背景を持つアル

コホーリクのスピーカーと、海外ゲストや AA 日本１０周年に参加し

た横須賀基地のメンバーのスピーチ。カウントダウンと最後に５０周

年記念集会実行委員会へとバトンを受け渡すこともできました。 

そして、実行母体となった理事会委員会そのものも、「未来へ受

け渡していくもの」をコンセプトに、テクノロジーチーム、通訳チーム、

カウントダウン司会にヤングのメンバーと、多くの仲間に参加しても
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らうことが出来、全てにおいて日英語の通訳サービスを提供するこ

ともできました。それから１年半が過ぎようとしているいま、３回目の

緊急事態下にあります。 

しかし現在はオンラインのミーティングに新しい仲間も多く参加し

ていますし、ミーティング会場から遠い場所に住んでいるメンバー

(ローンナー）や、海外在住の日本人メンバーも定期的にミーティン

グに参加されています。もちろん多くの課題はあるものの、一部で

は病院メッセージも行われています。オンラインミーティングを運営

するグループ同士のローカルなサービスの分かち合いが定期的に

行われ、その課題が徐々に解決されるようにもなってきています。 

4月には 2025年に行われる AA日本５０周年記念集会の実行委

員会が始まり、オンラインで実行委員会が開催されて沢山のメンバ

ーの良心があらわされています。 

『モデム経由方式であっても、対面方式であっても、AA メンバーは

力と単純さを旨として心の言葉を話しているのである』  （『アルコ

ホーリクス・アノニマス』P,XXX(30)よりAAWS社の許可のもと抜粋） 

ビックブック「第４版に寄せて」に書かれている通りのことが目の前

で行われています。 

今年は飛行機に乗らなくても、オンラインで海外のイベントに参

加できる機会が格段に増えました。ビル.W が「１２の概念」を書い

たときに想像したような、全世界の AAが一つになる。そんな未来も

近づいているのかもしれません。 

 

■常任理事の委員会（ワーキング・グループ）紹介 

BB 再編委員会・選考委員会 訳語検討委員会 
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全国選出常任理事 出版担当 大迫 

AA基本書籍『アルコホーリクス・アノニマス』（ビッグブック）改訂に

ついて 

2025年頃目標のビッグブック改訂に向け、約 10年計画のプロジ

ェクトは今大きな山場を迎えています、再編する「個人の物語」は

今年 8月に最終選考会実施予定、約 80件の訳語見直しについて

も訳語検討委員会にて鋭意検討中で、どちらも 4月以降活発に活

動を重ねています。関係者の皆様や、AA メンバーの皆さんに、ビ

ッグブックと今回の改訂についてご紹介いたします。 

■ビッグブックとは？： ビッグブック（書籍『アルコホーリクス・アノニ

マス』の愛称）は、1939 年にアメリカで初版が発行されて以来、世

界１80か国、７1言語に翻訳され、英語版だけでも累計 4,000万部

以上発行されている AAの基本テキストです。 

ビッグブックの発行は、当時家族や多くの専門家にも絶望的とみ

られていたようなアルコホーリクにも回復があるという事実と希望、

そして回復した本人たちの経験に基づいた具体的な方法＝“12 の

ステップ”を世の中に示しました。そして書名『 Alcoholics 

Anonymous』は、そのまま私たちの共同体名となりました。 

なお、この本がビッグブックの愛称で呼ばれるようになったのは、

1939年の初版本が非常に分厚かったことによります。 

初版時、創始者らは印刷業者に工場にある一番厚い用紙で印

刷するよう指示をしました。その理由は売価をもっと安く設定すべき

と激しく主張したメンバーたちに対し、本を持った時の重さで値段

に見合う価値があると納得してもらおうという発想だった、とのちに

AA共同創始者の一人ビルW.は述べています。 

ビッグブックの中身は大まかに 2部構成となっており、後半「個人

の物語」の部には、AAで回復した人の体験談が収録されています。

（日本では「個人の物語」はハードカバー版にのみ収録、文庫・ポ

ケット版には未収録） 

原書であるアメリカ/カナダのビッグブック第4版には、42編の「個

人の物語」が収録されていますが、版が変わるたびに物語の一部

が入れ替えられてきました。第 4版の前書きには、ビッグブック改訂

の目的について「その時点での典型的な AA メンバーの人たちの

物語がより正確に、一人でも多くのアルコホーリクの心に届くように

すること」と書かれています。今回の日本のビッグブックの改訂の目

的も同様となります。 

世界のビッグブックに目をむければ、今年 4 月のアメリカカナダ

評議会では第 5 版へ改訂準備を進めることが決まりました。また

2020年 11月にオンラインで行われ 44か国が参加した AA ワール

ドサービスミーティングでは、ウクライナが 2020 年に新訳版を発行

したこと、アイスランドも日本と同様に翻訳見直し改訂作業中で数

百の変更があり発行予定に遅れが出ていることや、デンマークで

は最近第 4 版翻訳改訂がされたが、旧訳版を支持するメンバーと

新訳を支持するメンバーがいること（筆者注：2000 年代初め日本の

翻訳改訂直後と似た状態と思われます）が報告されています。英

語以外の言語を使う国では、どこも似たような苦労をしながら翻訳

改訂をしている様子が伺えます。 

■日本語版ビッグブックと今回の改訂に至る経緯： さて、日本語

版のビッグブック初版が発行されたのは 1979 年のことです。「個人

の物語」の部には、日本人メンバー9 名の物語が収録されました。

2000年の翻訳全面改訂を経て、2002年の改訂時には新たに 3編

の物語が加えられ、現在ビッグブックハードカバー版には計 12 編

の日本人の「回復の物語」が収録されています。 

日本の AAでは今回のビッグブック改訂と訳語の見直しについて
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は、2016 年の評議会で決まり、2018年の評議会ではさらに具体的

に 2018 年に「個人の物語」の募集をすることと、改訂版発行時期

は 2025 年を目処とすることが決まりました。評議会の勧告事項は

常任理事会が責任を持って進めてくことになります。私は 2018年 4

月に出版担当常任理事となり、当時始まったばかりのこのプロジェ

クトを前任理事から引き継ぎ 3年が経ちます。 

■『個人の物語』再編について （BB再編委員会・選考委員会）： 

2018 年秋から 2020 年 7 月末までのビッグブック「個人の物語」

原稿募集期間に 35 編の応募をいただきました。応募いただいたメ

ンバーの皆さまには心よりお礼申し上げます。2020 年 8 月に再編

委員会で 1 次選考を実施し 35 編に現在のビッグブック収録の 12

編を加えた計 47編から 26編まで絞られており、これから最終選考

となります。 

今年 4 月に最終選考に向けて母体となる BB 再編委員会内に、

新たに選考委員会を立ち上げました。選考委員は 5 名でノンアル

コホーリク委員は大嶋栄子 A 類常任理事と岡﨑直人元 A 類常任

理事のお二人と、アルコホーリク委員は元評議員メンバー3 名です。

4月中旬と GW中にオンライン会議を開催し、BB概要、スケジュー

ル、再編方針、選考基準、評価リストの妥当性、今回取り入れる 3

部構成の考え方などについて闊達な議論を実施しました。現在は

各委員に原稿を読み込んで頂いており、8月には 2回の選考委員

会を実施し収録する物語を決定予定です。 

なお、物語確定後も日本語校正や目次やページ調整、新たな表

紙検討、そして前半部分の訳語見直しの兼ね合いもあり改訂版発

行まではまだ数年かかる見込みです。関心を持って見守っていた

だければ幸いです。 

■ビッグブック訳語の見直しについて （訳語検討委員会）： 前回

の訳語改訂から 20年のあいだに JSOに寄せられたものも含め、約

80 件の訳語変更意見について、訳語検討委員会を発足し検討を

行っています。委員会は昨年 10 月に発足しました。構成は、翻訳、

出版物に対して見識を有する JSO 職員含む委員 4 名とファシリテ

ーター、書記、出版担当理事の 8名です。すでに 8回開催し計 26

時間、毎回密度の濃い検討がされています。6 月 5 日の委員会で

約半分が終わり残り 37件となります。各委員が意見を考えてきてい

ても、検討委員会内での検討中に様々な意見が出て、旧版や複

数の辞書や資料、場合によっては 1939年のアメリカ初版出版当時

の背景資料も確認し、原文の意図を把握し相応しい日本語を当て

はめていくのは、当初の見通しよりかなり時間が掛かることが判明

しましたが、スピードより内容を優先の方針で確実に進めています。

20 年、30 年後の改訂のときに今回の内容を参考にできるよう詳細

な記録を取っています。今年の評議会で決まったプロセスのとおり、

常任理事会への報告審議を経て、評議会に承認依頼の議題を提

出する予定です。 

■最後に： 『アルコホーリクス・アノニマス』（ビッグブック）ハードカ

バー版は JSOと各地域セントラルオフィスにて税込 3,000円＋送料、

または Amazon にて税・送料込 3,666 円で頒布しております。ご興

味をお持ち頂いた皆様はこの機会に購入して、ご自身や周りの方

の回復にご活用いただければ幸いです。ご不明点は JSOまでご連

絡ください。 

 

９１６頒促委員会 （BOX-916 関連の新しい委員会） 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - * 

西日本選出常任理事 BOX-916 担当  佐藤 

コロナ禍の影響で BOX-916（回復のための誌上ミーティング）の

購読数が、めっきり減少しています。グループでの購読を停止する

件数も増加傾向にあります。 

対面でのＡＡミーティングがなかなか行なわれず、直接出会う機

会も減っている中、グループで纏めて購入されたBOX-916の配布

や、精算もままならない実情だとお察しします。なかなか厳しい状

況だとは存じますが、ＡＡメンバーの方々には、一冊でも多くの購

読や頒布拡大にご協力を、何とぞよろしくお願いいたします。 

そうした中、今年３月に BOX-916 関連の新しい委員会が発足い

たしました。まずは、委員会の名称について話し合いました。現在、

原稿の募集や編集を行っている「BOX-916編集委員会」（２００８年

より発足）との混同を避けるために「９１６頒促委員会」という名称で

のスタートとなりました。 

この「９１６頒促委員会」は、頒布拡大を目的として今後活動して

いきます。日本のＡＡのため、仲間のため、いま苦しんでいるアル

コホーリクのため、という意識の元、任を務めさせて頂きます。 

そしていま、コロナ禍の影響で購読数が毎月のように減少してい

く中、頒布拡大につながるアイデア、そして打開策として何かよい

手立てはないものかと、いろいろと模索中です。 

まず手始めに、JSO ホームページで「BOX-916」の「購読申込み

案内の掲示」を予定しています。（年間購読申込みの、ご案内） 

その他にも、頒布推進のためのチラシやレター、しおりの作成な

ども進展中です。というように、様々な企画を練って、なるべく早め

に実行に移していきたいと思っております。 

ところで、最近私が参加しているオンラインのミーティング会場に、

BOX-916の読み合わせをおこない、その日のテーマとしているとこ

ろがあります。BOX-916 の記事のほとんどは、現在も活動中の AA
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メンバーからの投稿です。それを読み合わせたミーティングは、フ

ランクで、気楽で、とても入りやすい様に感じました。 

また、このミーティングを開いているグループでは、月２回の病院

へのメッセージ活動（現在はオンライン）でも、BOX-916を使ってい

ます。書籍を利用したミーティングと同じように、BOX-916 に投稿さ

れた仲間の記事を朗読した後に、病院の仲間にメッセージ（経験と

力と希望）を伝えています。 

私自身も、このメッセージ活動に数回参加致しました。記事に書

かれた仲間の正直な分かち合いに刺激されて、メッセンジャーを

含め、参加者もけっこう話が弾むように感じています。（当日使用の、

投稿記事の選択にもよるのでしょうけれど…） 

また、ＪＳＯホームページ※では、コロナ禍期間中の特別サービス

として、２０１９年１月号から１２月号の BOX-916 をＰＤＦにて全て閲

覧頂けます。また、これとは別に、投稿記事を仲間が朗読した「ＡＡ

に感謝」「新しい生き方」「回復の恩恵」「神様からの贈りもの」「新し

い自分との出会い」「遅かった気づきですが」「仲間達のことば」の

七編も聴講可能です。皆さんにお配りしている冊子だけでなく、こ

れら（無料）もＡＡミーティングに十分活用できると思っております。 

※トップページ（https://aajapan.org）の「AA は初めてですか？」、

または「援助職・プレスの方へ」から、「BOX-916誌上ミーティング

へようこそ」をご確認ください。 

最後に、この BOX-916（回復のための誌上ミーティング）を、ミー

ティングでの輪読に加えて頂き、新しい人たちにも BOX-916 に慣

れ親しむ機会をお作り頂きたいという願いをこめて、ご案内致しま

した。また、援助職・プレスの方々にも、ぜひご一読頂きたく、よろし

くお願い申し上げます。将来的には「BOX-916 フォーラム」なども

実施したいと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

 

アーカイブ委員会活動報告 

* - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - + - * - * 

WSM 評議員 グルーディ 

「私たちは、将来の歴史家にとって価値のある広範な記録を構築

しようとしています...」「事実に基づいた資料を、実質的に歪められ

ないような形で我々のファイルに保管ことが非常に重要である...」 

「私たちは、来るべき長大な歴史のために、この考えをさらに大き

くしていきたいのです...」                - ビル・W, 1957 年 

他の A.A.サービス活動と同様に、アーカイブ活動に携わる人々

の主な目的は、アルコホーリクにメッセージを運ぶことです。アーカ

イブ業務は、単なる保管作業ではなく、私たちの共同体の豊かで

意味のある遺産を収集し、保存し、共有するための手段です。これ

らの重要な歴史的要素を収集し、共有することによって、私たちは

アルコホーリクに対する感謝の気持ちを深めることができるのです。

A.A.メンバーには、フェローシップの歴史的書籍や記念品を収集

し、管理する責任があります。過去から現在に至るまでの手紙、記

録、議事録、報告書、写真、新聞や雑誌の記事などを収集、保存

し、AA メンバーやその他の人々（研究者、歴史家、様々な分野の

学者）の指導や研究のために利用できるようにしなければならない

-今も、そして次の世代のためにものです。 

昨年の評議会後にアーカイブ委員会が正式に設立されました。

海外の豊かな経験を利用しながら、まずは委員会の方針・構成・範

囲を決め、ワークブックを部分的に翻訳しました。JSO には沢山の

アーカイブ物が棚に保管してありますが、具体的なリストが存在し

ません。収集の方法、分類の方針などをこれから固めたいところで

す。次の「アーカイブワークデー」を 7月に予定しています。個人情

報などに触れる可能性もありますので、関わるボランティア全員に

秘密保持契約書に署名して頂いています。 

私たちはプロの「アーキビスト」ではありませんが、日本における

A.A.の豊かな歴史について、皆さんにもっと知って頂くために、地

域集会やラウンドアップに持ち運べるポータブルなアーカイブスデ

ィスプレイの作成を計画しています。これらのディスプレイを通じて、

私たちの歴史を理解する助けになればと願っています。もし、あな

たのお手元にアーカイブにふさわしいと思われる古い資料や書籍

がありましたら、JSO までご連絡ください。宜しくお願いします。 

 

※アーカイブワークデー…方針等を話し合う会議とは別に、JSO ア

ーカイブ物の整理や保存作業を行う日。本年のアーカイブ委員会

では隔月で行う予定です。 

 

※アーキビスト…永久保存価値のあ

る情報を査定、収集、整理、保存、管

理し、閲覧できるよう整える専門職。 
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